
研究主題 

武蔵村山市まちづくり学習の充実 

～ファシリテーションを活用した、習得と探究のサイクル～ 

   

 

中学年分科会提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本単元で目指す児童の姿】 

① 環境問題や環境保全の視点をもち、自分事として捉える児童。  

② 興味関心をもって、課題を見出す児童。 

③ 他者と協働して、自分の考えをまとめて発信できる児童。  

 

この姿を目指して、身近な地域にある「残堀川」を教材に取り扱い、 

持続可能な社会づくりに向けた意識と実践力を養う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究仮説】 

個別の時間を活用して習得段階での学びの質を高めたり、ファシリテーションの側面から深い学びができ

る環境づくりを充実させたりすることで、自身の学びを SDGs や未来と繋げて捉え自己の課題として解決す

るために、習得と探究のサイクルを回しながら学び続けていこうとする児童が育成できるのではないか。 

【３年生の児童の実態】 
・ 「残堀川について知っている」「知りたい・調べたい」という意欲が多くの児童に見られる。 
・ 他者と協力してよりよい社会をつくろうとする意識が低い。 
・ 目的に応じた学び方・調べ方、情報の整理や伝え方を身に付ける必要がある。 
・ ウェビングマップでは、多くの児童が「生き物」「植物」「石」「ごみ」「水」など、幅広い視点で思考
を広げている。ただし、約 1割の児童は１～２つの項目しか書けず、思考の広がりに差がある。 

・ 全体として、残堀川に関する知識はまだ浅い。 
【４年生の児童の実態】 
・ 環境や社会の仕組みについての基礎的な理解は概ね身に付いている。 
・ 「残堀川に生息する動植物や自然の様子」「環境問題とのつながり」に関心をもち、学習に意欲的に
取り組む児童が多い。 

・ 課題に対して自分の考えをもち、情報を集めて整理・判断する力が育ちつつある。 
・ 得た情報をもとに自分の意見や考えを整理し、他者と共有する力にばらつきがある。 
・ 地域や社会に向けて発信する力や表現力、主体性にも差がある。 
・ 残堀川の現状や課題を保全の視点で捉え、自分事として行動する力が弱い。 

【環境問題や環境保全の視点を
もち自分事として捉えるための
手立て】 
① 現地見学（フィールドワー
ク）を通して、川の水質・生
き物の様子・ごみの有無など
を実際に観察し、環境問題へ
の興味を深める。 

② 地域で環境保全活動に取り
組む団体や行政職員を招き、
残堀川の現状や取り組みにつ
いて学ぶ。「なぜ保全が必要
なのか」「今後どうしていく
べきか」などを、当事者から
聞くことで意識を喚起する。 

③ 「将来この川がどんな川で
あってほしい？」といった問
いを立て、自分事として考え
させる。 

【興味関心をもって、課題を見
出すための手立て】 
① ホワイトボードやウェビン
グマップなどの思考ツールを
活用し、思考を可視化し、興
味や疑問を広げたり、共通す
る課題（例：ごみの問題、生
き物の減少など）を見つけた
りできるようにする。 

② 「問い」を立てる活動を重
視し、自分たちで「残堀川の
〇〇はどうなっているの？」
「なぜ〇〇が少ないの？」と
いった問いを立てる経験を積
ませ、探究的な学びへとつな
げる。 

【他者と協働し、自分の考えを
まとめて発信するための手立
て】 
① 興味関心ごとにグループ分
けをし、協働的に調べ学習を
進めさせ、グループでの役割
分担による探究活動を行う。
また、ICT を活用し、資料の
共有・整理を支援する。 

 
② 校内掲示・保護者会・地域
の方への報告会など、学習の
成果を「誰かに伝える」経験
を用意する。（イオンモール
での発表、残堀川祭りなど） 


